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染色では、リン酸化 Hckと、Srcファミリーキナーゼに属するリン酸化 Lynも正常小 
腸上皮の Dclk1陽性細胞に発現していた。小腸腫瘍の Dclk1陽性細胞においては、 
Rac2、Camk2bや、Hck、Ptpn6などが高発現していることがマイクロアレイで示され 
た。蛍光免疫染色にてこれらの因子が小腸腫瘍の Dclk1陽性細胞に発現していること 
を確認した。さらに蛍光免疫染色で、Myo1b、Csk、リン酸化 Hck、リン酸化 Lynが小 
腸腫瘍の Dclk1陽性細胞に発現していた。正常小腸上皮と小腸腫瘍の Dclk1陽性細胞 
の遺伝子発現プロファイリングが類似していたため、両者を直接マイクロアレイで比 
較した結果、細胞周期を正に制御する Ccnd1が小腸腫瘍の Dclk1陽性細胞で高発現し 
ていた。蛍光免疫染色で Ccnd1が小腸腫瘍の Dclk1陽性細胞に発現していることを確 




免疫染色で検討した。その結果、小腸腫瘍においてリン酸化 Hckとリン酸化 Lynが小 
腸腫瘍の Lgr5陽性細胞にも発現していた。すなわち、リン酸化 Hckとリン酸化 Lyn 




















  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成３０年１２月２５日実施の論文内容とそれに関連 
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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